
電磁波先進技術

概要

A

【お問合せ先】

⽇本標準時
〜 「⽇々の当たり前」である時刻を作って配る 〜

私たちの⽣活に⽋かせない時刻（⽇本標準時）を原⼦時計群から⽣成し､標準周波数
や標準時として様々な⼿法で国内に供給しています。同時にここで得られる原⼦時計
データを国際度量衡局に送付することで協定世界時の⽣成にも貢献しています。

・複数の原⼦時計､⽔素メーザを⽤い⾼精度かつ
⽌まらない標準時を実現

・光格⼦時計で調整し､より⾼精度な時刻を⽣成

・世界の標準時（協定世界時）の決定に貢献

・標準電波による電波時計の時刻合わせ

・NTPサービスによる多数のユーザーへの時刻供給

・光テレホンJJYによる安全性の⾼い時刻供給

・副局及び送信所にある時計を利⽤した､
より強靭な標準時の⽣成･供給

・より⾼精度で信頼性の⾼い標準時の実現

・⾼度な時刻・周波数信号の配信･供給法の開発
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Mail︓stsl_inquiry@nict.go.jp

特徴

ユースケース

今後の展開

セシウム⼀次
周波数標準器

光格⼦時計

⽔素メーザ

セシウム原⼦時計

⽔素原⼦の共鳴周波数
にもとづいて１秒の
⻑さをきめる

セシウム原⼦のマイクロ波
遷移をもとに１秒を定義周波数標準器

標準電波(JJY) 光電話回線に
よる時刻通報

NTP
サービス

時刻承認への
時刻提供

周波数校正
サービス

電⼦⽂書の改ざんや、
なり済ましを防ぐための
タイムスタンプに利⽤

多くの企業や⼯場
などで利⽤されている
周波数標準器の校正

光テレホンJJY インターネット

電波時計⽤
中継器

アクセス数 ＞ 100億／⽇
アクセス数 ＞  30万／⽉

衛星仲介 精密時刻⽐較

国際⽐較

⽇本標準時

⽇本標準時システム

TSA
(Time Stamping 
Authority)
ユーザーの
リクエストに応じて
タイムスタンプを
発⾏する事業者


